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(月」イ氏3)

公表 事業所における自己評価総括表

O事業所名 こどもデイサービス ダンボ (児重発達支援)

○保護者評価実施期間 R 8年  1月 16日 R 8年  1月 26日

○保護者評価有効回答数
(対象者数) 19名 (回答者数 ) 7名

○従業者評価実施期間 R 8年  1月 16日 R 8年  1月 26日

O従業者評価有効回答数
(対象者数) 19名 (回答者数 ) 9名

O事業者向け自己評価表作成日
令不日8年2月 27日

○分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 緊急時の対応について

安全計画等保護者説明会にて緊急時の対応等、周知 してい

る。また、各種訓練 (避難誘導、防犯、風水害、保護者引き

渡し)を定期的に実施することで、非常災害時の発生に備え

ている。送迎中の地震発生時は、南海 トラフ地震臨時1青報を

もとに送迎を一時中断して帰園、保護者に連絡、南海 トラフ

地震との関連性を考慮した上で当日及び後日の送迎見合わせ

等、職員間で対応が共有できている (なお、関連性の調査終

了とともに送迎を再開する)。

災害時保護者引き渡 し訓練でのシミュレーションから抽出さ

れた課題の整理及び改善に努める。

2 行事や活動概要等、情報の公開
法人木―ムページに行事や活動の様子を適宜アップする等、

積れ観的な広報活動に努めている。

携帯電話での予約システムのお知らせで新着記事がアップさ

れたことを発信し、法人木―ムページ閲覧件数増につなげ、

児童発達支援やその他事業への興味関心につなげる。

3 活動プログラムの立票・作成

活動予定表の立案に際し、職員間で様々なアイデアを出し

合つて検討しており、集団や個別での活動、静と動の渦動、

季節を感しられる活動等、全体のパランスを考えながら作成

している。

5領域を踏まえた活動内容が把握できるよう、活動プログラ

ム欄に領域を記載し、どの活動が何の領域に沿つて支援 して

いるのか、児童や保護者にも分かりやすいよう工夫している

(例 :制作/認知・行動、整理整頓/健康・生活)。

事業所の弱み (※ )だと思われ否こと

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

l也のこどもと活動する機会がない。

保育所や認定こども園、幼稚園等を併用利用 しており、児童

発達支援事業所 としての動きはない。また、限られた時間の

中での交流は想定しにくいことも挙げられる。

関係機関との情報共有を多く持ち、場所の交流や間接的な交

流など方法を模索し、実現に向けて検討する。

2

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。

また、きようだい同士で交流する機会を設ける等の支援をし

ているか。

運動会では、ご家族が多数参加 していただけているが、保護

者会がないため、保護者同士のつながりが少なくなつてい

る。また、保護者も働いている方が多いため、行事でも参加

が少な くなつている。

引き続き、保育園や認定こども園、幼稚図の行事と重ならな

いように工夫しながら、親子参加の行事を行う。また、保護

者やど家族にも楽 しんでもらえる企画を職員で考えていく。

3



(別紙 4)

公表 保護者等からの事業所評価の集計結果

事釣 )1名 こどもデイサービス ダンボ (児童発達支援)
公表日 令和 8年  2月 27日

利用児童数 9名 回収数 フ名

チェツク項目 は し
どちらとも

いえない
わからない ご意見 ご意見を踏まえたA億

環

境

　

体

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 1

決められていませんが、放課蜜等デイサービスカイ

ドラインでは 子ども一人当たり″ 4フ
"lを
確保

することが望ましいとされており、タンボもクリア

しています。室内もスヌーズレン室、カームタウン

ます。また、目の前に大きなグラウンドもあるた

め、室内外で様々な活動ができます。

2 R説員の配置数は適切であると思いますか。 フ O

また、支援に携わる船員は保育土や児蓮指導員の

他、社会福祉士や介護福祉士、知的陸上コーテ棗

格、障がい者スボーツ指導員を有する職員もいま

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、ノくリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

7 O

日の流わ lわかるように工夫しています。また 入

=に
ついては、十分に気をつけています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となつていると思いますか。
7 0

それぞれのお子なの特性に応して 安心して活動で

適

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応した専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
0

5韻壇やインクルージョンを踏まえた個別支援計画

を作成し ―大ひとりに沿つた支援を提供させてい

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか。
0 1

7

こど葛のことを十分理解し、こどもと保護者のエーズや課題が客観的に分

析された上で、児重発達支援計画 (個別支援計画)が作成されていると思

いますか。

1

6ケ月毎のモニタリング会議にて保護者と情報共有

を国リ ニーズを汲み取りながら、 S領域やィンク

'レ

ージ∋ン踏まえた個男J支援計画を作成していま

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支l髪」、「家族支援J、 「移行支援 Jで示す支援

内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。

6 0 O

5領域やインク,レージョンを
=沓

まえた個別支援:+画

を4成し ―人ひとりに沿つた支援を提供させてい

9 児童発連支援計画に沿つた支援が行われていると思いますか。 7

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か 。

7 0 O
を出し合つて検討しています。葉団悧コ別の′茜動

手節を感しられる′百動 神と動の活動など 全体の

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する鵜会がありますか。
0 2

12
事業所を利用する際に、運営ナ財是、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁撃な説明がありましたか。
5 0 0

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 7 0

14
事業P斤では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント トレーエング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の鵜会等が行われていますか。

6 1 の対応を行つています。また、ど家族参加鶉 子事も

15
日し買からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
4 3

告が多くなつています。連篤帳ではご承族からの家

でσ)様子や情説事等奮ん`れているため、返答と磯員

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 5 O
三タリング会議にてH′〕言させていただくこともあり

Iア 事業所の日説員から共感的に支援をされていると思いますか。 0 O

支援してもらつていると思います

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされてしヽるか。また、きょうだ

い向けのイペントの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされています力ヽ

2 2

σD4テ事を行い その僚に狙談や意見等話を固く時間

保

護

者

へ

の

説

明

等



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることにつしヽて周

知 説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

7

援管理衷任者へ1隣告があり、できる限り迅速に対応

は、今後のサービス向上に向けて参考にさせていた

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
0

います。また、保護者の営きまには活動で
')標
子をご

理解いただけるよう連絡帳への記載や電i西にてお伝

21

定期的に通信やホームベージ SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己言平イ面の結果をこどもや保護者に対して発イ_さ

れていますか。

りを発信しています。また 事業所i平価について

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 7 O 0
て対応しています。広報誌等への写真掲′丁ヽの有無に

関しては、契約時に個人情報提供司意奮をいたたく

非

常

時

等

の

対

応

23

事業所では、事故防止マニュ刀 レ、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

,レ、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知 .説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

1 1

年度当初の安鋳 十画等保護者説明会にて月知させて

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

士真が行われていますか。
6 0 1

非常災書等の発生に備え、定期的に訓擦 (理難誘

導 防犯、風永書 保霞者BIき渡し訓僚)を実施し

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について同知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
フ 0 0 志して、安全かつ安 いして過ごせるよう環境設定に

26
事故等 (怪我等を含む。)が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
0 1

事故筆,〕(発生した際は児E発達支援管1里棗任者へ報

告があり、1■運に対応できるよう配慮しています。

また、義 舌や連絡張、当日の送迎時に状況説明を行

滴

足

度

27 こどもは安心感をもつて通所していますか 0
忘ち着いて取り網,,楽 しんでいます.

際育活動を通して、今後も子ともこの最督の利益の

屎障と健全な奮成が国れるよう、日々努力して参り

28 こどもは逓所を楽しみにしていますか。 5 2
'シ
ボさんに行く道を見えているのでニコ三コ

いつも楽し,′にしています。

Iきって ,吊 ることも大切にしています。今後も安全第

一で子どもとに安心して通ってもらえる事業所を目

指し、日々努力して参ります。

29 事業所の支援に満足していますか。 0 0

子ども 親ともに大活足しています I

支えられ、職員一同じ翻しかありません。何かあれ

ばすぐに保護者に連絡 し 安心して子どう達を預け
ていただけるよう、今後も努力して参ります。弓き

廃き『子どもこと共に成長するタンポ』を目す旨し

屎護者の皆様と連携を国つていけたらと考えていま



(月 J率氏5)

公表 事業所における自己評価結果

事業所名 こどもデイサービス ダンボ (児童発達支援)
公表日 令和  8年  2月 27日

チェック項目 はい いいえ 工夫 している点 課題や改善すべき点

環

境

，

体

制

整

備

1 利用定員が発遠支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 9 0

人数に対して適切であり、安全に活動できるよう必要な

ときに必要な物を運び、曽段は広くスペースを取るよう

にしている。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か 。

9

職員配目については、基準以上の配置をしている。

定員超過しないよう予約の段階で調師している。ま

た、当日の職員数に応じ、受け入れて調整できている。

児童人数や因りごとが多い児重によりますが、基本適

りたと思う。職員がお休みになってしよつた時のために

もう一人いるといいと思う。

通常は足りているが少ない時もある。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつている

か。また、事業所の設備等は、「阜害の特性に応じ、パリアフリー化

や情報伝達等、1景庁見上の配慮が適切になされているか。

9

入口にスロープもあり、良い。

生活空間はわかりやすく構造されている。パリアフ

リーイしも玄関に少し段差があるが、配慮されている。

イラストなど視覚化されている。

荷物の置き場所など分かりやすく示されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となつているか。
9 0

分な空間。

出動時、職員が消毒等行つている。

毎日括動前と活動後に掃除 消壱を行うことで清潔な
環境を提供している。

5
必要に応して、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか。
9 0

カームタウン室やスヌースレン室が個室になつているた

め、ゆつくり過ごせるようになっている。

業

務

改

善

6
業務改善を進めるための PDCAサイクル (目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
1 こども達の様子を職員それぞれが観察し、その子に

あつた支援を考えている。

いるが、その意味が伝わっていなかつたため、伝達して

いく。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9 0

評価表を設けてお り、内容を改善に向けて話すことが

できている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
9 0

日々の業矛

''内

や、日保管理制度を通し、意見が言える

場も多く、業務改善ができている。

職員の憲見を上司に報告しやすい。改善は難しいこと

もあるが、いい環境である。

意見4曽等の要望をすぐに対応してくれた。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か 。

5 2

できている。

業務改善につながつていると思う。

していると思う。

第二者詔 面は実施していない。

10
職民の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
9 0

l,ll鬱機会は多く、月 1回の受脱場内研修が行われており、

税員の質の向上につながっている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 9 0

支援計画書やモニタリンクで、こども運にあつた支!浸

内容になつていることがわかる。

日Pに掲載している。

12

個 の々こどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

の三―ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

9 0

こども、保護者のエースや課題が人り、〕□υ〕に行われ

こどもと保護者の困りごとを分析して計画を作成でき

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの罵

善の利益を考慮した検討が行われているか。

9

」ヽさなことでtJ話し合つて検討できている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援が行われ

ているか。
9 0

回覧琴 して籟員味で未石されている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフオー支

ルなアセスメン トや、日々の行動観察なども含も`インフオーマ)レな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

9 0
を行つている。

16

児童発連支援計画には、児童発達支援ガイ ドラインの「児童発遠支

援の提供すべき支援 Jの「本人支援」、「家族支援 J、 「移行支

援」及び「地域支援・地域連携Jのねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、員

体的な支援内容が設定されているか。

9 0

モニタリング会議等で必要な支援を話し合い支援内容

が設定されている。

17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。 9 0

・プロクラムが回定化しない様、意見を出し合い工大し

テームで話し合い行つている。

適

切

な

支

援

の

提



供

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 9 0

5領Hの中で工大しながら日々活動を変えている。

活動表をlt成して工夫している。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宣組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
9 0

を行い、集団でも皆で同じ物を取り

'二

む時間がある。

モニタリングやアセスメントを踏まえ、計画が策定さ

れている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役宮J分担について確認し、チームで連携して支援を行つてい

るか。

8 1

送迎前に確認し、できている。

開始前ではないが分担について確認している。

埼間が確保できない。 (皆が一軍に会することが難 し

い)

21
支援終了後には、職貝間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか。
8 1

している。

22
日 の々支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
9 0

記録を元に以前の状態を
'震

認したり、できることか壻

えたなど職員間で共有できている。

毎日必ず記録をしている。

23
定期的にモこタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行つているか。
9 0

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
9 0

モニタリング会議の前に状態を伝えることもでき、一

番理解した者が参加している。

モニタリングで保護者、保育Fオ等の方と会議してい

25
地域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等)、 障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援をイ予う体制を整えているか。
9

できている。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インク,レージョン推進の

観点から支援を行つているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図つているか。

9 0

できている。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で

支援内容等の情報共有と相互理解を図つているか。
9 0

関係機関や学校等で情報共石ができている。

28

(28～ 30は、センターのみ回答〕

l也域の他の児童発達支援センターや障害児追所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行つているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども ,子育て会議等へ積れ握

的に参加しているか。

31

(31は、事業所のみ回答 )

フ 2

スープヽ一ノ(イスや日,J言、研修等の穏会は1きに設けていな

いが、児童発達支援センターの相談員と日碩から連絡を

とり、情報共有を行つている。

l也域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応してスー

パーパイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
3 6

いが児発は少ない。 (1目近くの脅文歩道で近隣の方と関わ

る)

・他のこどもと活動する穐会は今のところない。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
9 0

保膏国や幼雅国のこ利用者が多 く、連絡囁でのや り1'R

りが多いが、写真をЛ占るなど工夫している。

・連絡帳で共有し、状況を把握している。

連絡帳を通してできていると思う。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・ トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や'1冒報提供等を行つているか。

6 3

ペアレント トレーニングは実施していない。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
9 0

ご奉U用開始時に説明している。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

9 0

できている。

37
「児童発達支援計画Jを示しながら支援内容の説明を行い、保護者

ん`ら児童発達支援計画の同意を得ているか。
9 0

同意を得ている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

し、面談や必要な助言と支援を行つているか。
9 0

昇,]子行事や送迎の際、意見を固く場を設けている。

連絡帳や電話等でお伝えできるとこはしている。



休

護

者

へ

の

説

明

等

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

6 3

保 :霞者会はないが親子行手にて父́流の機会はある。

食育や遠足で設けている。

保護者参加の行事が組まれているので良い。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあつた場合

に 耳ヽヽ様かつ適切に対応しているか。

9 0
上司に相談し対応している。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

9 0

月のおたよりを予約システムで発信している。

通信たよりやホームベージ等に発信している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 9 0

プライツくシーに留意している。

43
陣書のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
9 0

している。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
1

嘔業所独自の行手イ封〒つていないが、園の祭りでご利用

′巳や地域υ)皆さまにも楽しんでもらつている。

非

常

時

等

の

対

応

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、慰

染症対応マニユアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

9 0

通報招条訓練等を行い、緊急時の対応の確認等行つてい

46
業務継続計画 (BCP)を 策定するとともに、非常災害の発生に偏

え、定期的に避実催、救出その他必要な訓練を行つているか。
9 0

防災計画に基づき行われている。

している。

毎月避難訓練を行い、災害に備えている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
9 0

している。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
9 0

年に―回アレツレギー等の確認をしている。

おやつ対応している。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な指

置を議じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9 0

している。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との運携が図られるよう、安:全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
9 0

年一回の安全計画説明会にてできている。

51
ヒヤリノ(ッ トを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
9 0

ヒヤリ八ットで交通事故手に対しても注意を払い、職

員間で共有してぃる。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、通切な対応を

しているか。
9 0

研修やアンケー ト等栗うもされている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、堀

菫発達支援計画に記載しているか。

9 0


